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小田原市基幹相談支援センター事業を開始しました

おだわら障がい者総合相談支援センター クローバー

令和2年12月1日より当法人相談室が新しく「クローバー」に加わりました。

クローバーは4つの法人が小田原市・箱根町・真鶴町・湯河原町から受託し、障がい特性（知的・精

神・児童・身体）に応じた専門的支援を実施しています。年齢・障がい種別を問わず、ライフステー

ジに応じた切れ目のない支援を行います。

業務内容としては、福祉サービスの利用援助・社会資源活用のための支援・セルフプラン

フォローに加えて、箱根町・真鶴町・湯河原町の出張相談やピアカウンセリングに関する

支援も行っています。障がいのある方やそのご家族の方等で、お困りのことがございまし

たらお気軽にご相談ください。

地域住民や地域の様々な立場

の人達が「我が事」として参

画し、「丸ごと」つながるこ

とで、住民一人ひとりの暮ら

しと生きがい、地域をともに

創っていく地域共生社会を目

指します。

「基幹相談支援センター」とは、

障害者総合支援法に基づき、地域における相談支援の中核的な機関としての役割を担い

障がいのある方の相談支援に関する業務を総合的に行うセンターです。

小田原市基幹相談支援センターは、

令和2年12月より、小田原市・箱根町・真鶴町・湯河原町から当法人が受託し、同1市3町

を対象エリアとして開始しました。

具体的な役割は、以下の通りです。

総合的かつ専門的な相談支援

総合的・専門的な相談支援を実施するために、地域の

様々な機関（行政・医療・教育・地域包括・その他専門

機関等）とつながりネットワークを構築します。

相談支援専門員等への支援

地域の相談支援専門員等の支援者の相談に対し、一緒

に検討していくことで支援者をサポートします。

地域の相談支援機能の強化

タイムリーな情報共有を含む研修会や事例検討会を実

施し、お互いに学び合い、高め合える機会を作ります。

地域障害者自立支援協議会の事務局運営

地域の障がい者等の相談支援の中心的な役割として、

本協議会の事務局運営を担います。

情報収集と発信

相談支援事業所・障害福祉サービス事業所、社会資源

等の情報収集と発信を行います

その他、障害者虐待防止及び障害者差別解消、成年後

見制度の周知・啓発を行います。

地域移行・地域定着の促進

障害者支援施設等からの地域移行に向けた普及啓発・

地域生活を支えるための体制整備のコーディネートを

行います。



2021年、新しい年を迎え、きゃんばすでも元気に新春のあいさつを交わしました。１月は“書き初め”や

“かるた”などお正月の伝統的な遊びや“おみくじ引き”をおこない、文字や言葉にふれ友だちと遊ぶ楽しさ

を味わいました。書き初めでは筆先を見ながら一筆ごと丁寧に取り組み、それぞれ個性的な文字を表現するこ

とができました。また、かるたではお正月の風物詩をじっと見くらべ「なんだろう？」「おなじかな？」と考

えるご様子がありました。コロナ禍ではありますが、今年も一日一日を楽しく充実した日々になるように、お

子さまと過ごしていきたいと思います。

じょうずに

かけた！ おみくじひき
やったー！

超大吉！
書き初め

かるた

おんなじ

えかな？

今年最初の活動は、毎年恒例の書初めでスタートしました。一人ひ

とりが想いや希望を込めて、好きな文字や今年の抱負などを書きまし

た。また、定期的に行っているミーティング活動ではメンバー同士で、

コロナ禍での過ごし方や自身の近況の話し合いをし、情報交換を行い

ました。交流を深めたり、みなさんの知恵や経験が自信に繋がったり

等のキッカケや助けになれば嬉しいです。

また毎年開催している「ちいきふくし博」は、今年は新型コロナウ

イルスの影響で前年とは違った形で開催します。この状況だからこそ

出来ることや取り組めることを発信していき、多くの人に届けられる

ように頑張っていきたいと思います。

くまさん教室のクリスマス
12月後半、みんなが楽しみにしていたクリスマス会を開催しました！未就園児さんは

かわいいお面をつけて、就園児さんは好きな帽子やカチューシャを選んでサンタに変身！

ペープサートのケーキを作ったり、鈴を鳴らして大行進♪したり、サーキットや色合わせを

して大きなツリーに飾りをつけたりした後は・・・ケーキやプレゼントを貰ってにっこにこ

♡

外の寒さに負けない、キラキラの笑顔がいっぱいの時間を過ごしました。お友達と一緒に、

季節を感じながらの楽しい行事。次はどんなことをしようかな・・♪



kor コロナ禍でもこんな場所へお出かけしました！

ヘルパーステーション

大好きなお母さんのお膝にちょこんと座って、「さぁ、バスが出発しまーす！！」

運転手さんは小さなハンドルを握ったかわいいこどもたち。

途中、ガタガタ揺れたり、急ブレーキがかかって転がりそうになったり・・・

「わあ～！」「おっとっと～！」こどもたちもお母さんもニッコニコ😊

他にも、電車ごっこをしたり、お船に乗ったり、お母さんとのふれあい遊びはみんな大好きです！！

寒い日が続きますが、体も気持ちもあったかーい♥♥時間をみんなで過ごしています。

2月にヴィエント（食堂）に展示をおこないました。今回のテーマは、「今年度、私が頑張ったこ

と」を発表しようと完成した作品や取り組んでいる時の様子等の写真を展示しました。

なかには、デイサービスのオリジナルキャラクターを考えている方もいて、サルとイノシシをモチー

フに考えたキャラクター「もんちゃん」の人気投票もヴィエントでおこないました。また、12月の制

作で、みんなで毛糸をくるくる巻いて作ったガーランドも入口に飾ってあります。

1月の下旬に代表の方達と、どこに何を飾るか相談しながら展示をおこないました。2月以降も1階

デイルーム前廊下にしばらくの間、展示しますので、太陽の門にお越しの際はご覧いただけると幸いで

す。今後も感染症対策をおこないながら、個人が笑顔で取り組める内容を一緒におこない、充実した毎

日が過ごせるようにしたいと思います。

人混みの多い場所や密になる場所、公共交通機関などは避け、小田原城周辺のお散歩にお出掛

けしました。

秋晴れの気持ち良い日差しを浴びながら、お堀端周辺やお城周りを散策しました。ちょうど、

城址公園で菊花展が開催されていたので、色とりどりの菊を見ながら気持ちの良いお散歩が出来

ました。

広い敷地、屋外、人との接触を避けるなど、感染防止を意識してのお出掛けとなりましたが、

利用者さんにとっても良い気分転換になったのではないかと思います。これからも感染防止に努

めお出掛けのお手伝いをさせていただきます！

私たちが

もんちゃんです！

僕の方が人気が

あったんだ！



昨年から続く新型コロナウイルス感染症により、私達の暮らしが一変した激動の1年でした。1月

には2度目の緊急事態宣言が発令され、ワクチン接種が順次開始となりました。まだまだ課題はある

ようですが、希望の光となることを祈るばかりです。また、だんだんと暖かくなり、桜の蕾が膨らみ

始めています。私の鼻も春の到来を敏感に感じ取り、くしゃみと目のかゆみが…。花粉症の方は目や

鼻など粘膜に触れる機会が多くなります。飛沫や接触感染に十分注意してください。

先の見えない状況に不安な日々が続いていますが、人と人がつながり、互いを思いやり、支え合っ

て進んでいくことがとても大切だと思います。

引き続き、徹底した感染予防対策に取り組み、地域の皆さまと乗り越えていきます！

寄付・寄贈紹介

❁南足柄市在住の方…書籍・おもちゃ

❁開成町在住の方…手芸用品 など

地域支援部の

新しい仲間を紹介します

今年の1月18日からデイサービスの運転手とし

て入職しました。安全運転の励行に努めます。

よろしくお願いします。

高橋 忠治

昨年の12月に入職しました根崎と申します。

みなさんと知り合い、楽しい時間を過ごせた

らと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。

根崎 亮介

「きゃんばす」に入職させていただきました

松崎です。

老人介護の経験しかないため勉強することば

かりですが、子供たちと一緒に楽しんでいき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

松崎 照代

編集後記

地域の皆様からいただきましたご寄付と温かいお心遣い、ありがとうございます。

大切に使わせていただきます。

昨年10月1日に生活支援課から地域支援課 相

談室に異動しました。生活支援課在籍中は、利

用者とスタッフの皆様に大変お世話になりまし

た。まだまだ不慣れなことがたくさんあります

が、今後もよろしくお願いいたします。

佐々木 由加里

昨年12月から勤務しております、加藤と申し

ます。一歩ずつ努力をしながら頑張っていきた

いと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。

加藤 ゆり子

昨年10月から地域支援課に入職し、12月から

基幹相談支援センターに配属された大井手です。

障がいのある方やご家族が安心して生活できる

よう地域の支援者の皆さまと一緒に支えていき

たいと思います。

大井手 千智


